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• ご近所のあいさつ、会話や雑談で、生きがいや楽しみ
を聞いてみましょう
• ご近所の誘い合いを意識的に増やしましょう
• 町内清掃に参加しましょう
• 犬の散歩をしながらあいさつしてみましょう
• 外出したくない人もいることを知り、自宅にいながら
も、穏やかに健康的に過ごせるようなかかわりを持ち
ましょう
• 相手の本音を引き出せるようなご近所との関係をつくり
ましょう

市民一人ひとりで心がけること
身近な人たちと一緒にできること

ご
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て
い
ま
す
か
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避難支援活動の実践支援と
庁内連携体制の構築

協働プロジェクトⅡ

ご近所の日常的な
コミュニケーションを促します

行動目標4
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。

• バス停、ゴミステーションなどの地域のさまざまな場所を
活用して、気軽なコミュニケーションを促します

行政が取り組むこと

何ができるだろう？
日常のコミュニケーションを増やすために

非
常
時
に
役
立
つ

日
常
か
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

東日本大震災では、加齢による避難行動
の遅れや障がいによる避難情報の取得の遅
れなどから、多くの高齢者や障がいのある人
の尊い命が失われました。
このような現状を踏まえ、「70 歳以上の
一人暮らしの人」「介護保険の要介護 3以
上の人」などの理由により自分で避難するこ
とが難しく、かつ本人の同意を得られた場合、
行政が作成する「避難行動要支援者名簿」
に登録しています。
この名簿は、災害時に自力で避難すること
が困難な高齢者や障がいのある人など（避難
行動要支援者）が、災害情報の取得や避難な
どの手助けを地域の助け合いの中で素早く
安全に行うことができることを目指したもので、
平常時から避難支援等関係者（地域自治組織、
民生委員など）に情報提供し、連携して災害に
備えています。
こうした避難支援は、各地域で取り組まれ
ているさまざまな事業や見守り活動を通じて
培われる地域住民同士の関係性が生かされ
ます。

廿日市市の取組事例

避難行動要支援者
避難支援制度

• 回覧板を活用した新たなコミュニケーションを工夫しま
しょう

地域全体で取り組むこと
» 地区・地域

Theme

市民の暮らしと命を守るための
備えを進めます

行動目標6
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